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以下 吉村理事長の都道府県担当者に対して

の厚生労働省等での説明スライド

（専門医機構の考え方）









前にスライドについての疑問

• 初期臨床研修を修了した医師がすべて専門
医になるということはできるのか

• また、後期研修の途中での診療科変更はで
きるのか

• 現在の学会の専門医制度が専門医を日本だ
けが育成していないといえるのか





基本的な診療科の標準的医療とは何か。

この意味する資格が、今までの認定医とどう違
うのか。

医師免許取得後5-6年で診療科専門医としても
よいのか。

通常の感覚でいえば10年程度の経過が

必要ではないか。





専門医機構、18学会を社員として認定へ

2015年 1月 14日 橋本佳子（m3.com編集長） 

 

 「学会が認定する専門医制度から、中立的な第三者機関が認定する専

門医制度に変更する。一般社団法人である日本専門医機構の理事会

が、学会から独立して業務を執行する。これら二つが担保されれば、実

務的を円滑に運営するために、各学会を社員にすることは許容できるの

ではないか」 







• 各学会の養成希望数を足し算した結果がこ
の養成数となった。これは全体を専門医機構
がコントロールできていない証左ではないか。

• 日本における専門医についての質と量の問
題を真剣に議論されたことはない。

具体的には

• どの領域の専門医が国民の為にどの地域に
どれくらい必要であるかといった議論がされ
た形跡はない。













• 指導医がいなくても専門医研修ができるので
あれば、このシステムはいらないのではない
か。カリキュラム制でなぜいけないのか。

• 専門医研修は本来は専門医の質の為に行わ
れることが地域医療確保の名の元に形骸化
しようとしている。

• 地域の医師不足は次元の違う問題









• 専門医制度は機構から内容が報告されるよ
うになってから、さまざまの異論不安が出され
るようになった。

• 愛知県医師会からも数度にわたって日医に
質問をさせていただいたが、残念ながら、満
足のいく回答は得られていない。







新たな医療の在り方を踏まえた医師・看
護師等の働き方ビジョン検討会 報告書

平成29年4月6日医政局

働き方ビジョン検討会でも数枚のスライドが

専門医制度について割かれている。











• 現在の状況をまとめますと







各団体の要望・提案・質問等







3月9日厚労相から再度の要請

必要であれば抜本的な対応







ビジョン検討会の論点整理





現在の時点での専門医機構の姿勢



今後の医師養成の在り方と地域医療の確
保に関する意見（概略） 奈良県知事新井正吾

• 専門医制度はプロフェッショナルオートノミー
で取り組むべきことではあるが地域医療の確
保のためには公の介入も必要ではないか。

• 地域医療確保の観点から都道府県協議会に
おいて行政がプログラムの運用に関与すべ
きではないか。

• 卒前卒後の一貫した医師養成を省を超えて
検討すべきである。

平成29年4月24日





吉村理事長論点解答







現在の時点での専門医機構の姿勢


